
空気はやはb冷たい｡千畳敷カールは日本の永河地形の うちでは中規模のものだとV'うD このカ

ールの中に断層が走っているO ここか ら山の斜面葱登 るO花繭岩がごろごろしているし, か怒 り

の急斜面であるO ところどころに雪が残ってVlるo御岳は雲呑かぶってその頭葱見せをかったが,

この巡検の 5日間晴天にめ ぐまれ,鼻後の臼には, 日本アルプスの連山膏仰ぐことができた｡足

にマメができたけれ ど,思い出に残 る巡検だったと思 う｡ (2年 三 浦 千代 子)

東 北 北 部 巡 検 (正 井 先生 )

昭和46年 5月10日～ 12日

2年生の春休みに春まだ浅い東北地方への巡検が,正井先生の御指導の もとに行覆われた.,調査

項 目は都市調査(都市景観 都 市分布 )村落調査 (農村 ･漁村 )地名調禿 レクリェ-シヲン調査

等であったC,

5月 11日午後 1時 58分に平泉駅に集合 したo春 5月とはいってもずだ雪の残 る風景であった｡

この 日は中尊寺を見学 しただけにとどまった.その昔藤原秀衡の作った平泉の町のおもかげはこの

中尊寺に残ってV,るにすぎ夜V,｡町の中心もその当時とはまるで昇ったものになっていろ｡

12EIQj:平泉の町の調査を行覆った｡都市景観を見るために商店の使類と戸の開閉状態についT,

旅館から平泉の駅まで調査 した｡平泉を出発して盛岡経 由で宮古へ向 う予定であったが予定 を変更

して花巻経由で宮古へ向った｡大部分の人は花巻経由であったが2,･5人の^は盛岡経 由で行 き宮

古でおちあうこととなったO花巻 ｡連中山田で下車して町の調査復行覆ったが, あV'に く小雪がち

らちら漂う寒い日であった,山田線の車窓から見え るはずの三俸海岸 も雪の中にけむってしまって

はっきり見え夜かったのは残念であったO宮古へ着V,たのはもう夕方すぎであった｡ 1日降ってい

た雪もようや くあがってVlたO

巡検最後の EM 宮古の町の調査を行なった,GDち宮古 より約 10Kmほ ど北にある田老へ向った｡田

老は昭和 8年の昭和≡蓮津波で死者が 1000人膏 こえ る大き夜被害葱受けたが,その後,高さ 8

mの防潮堤が作られ 昭利55年のチ リ地震津波には被害 を受けずにすんだO防潮堤に守られた町

は再開発され大き夜道路が走b,新 しい家がたち並んでVlた. この田老の調査で東北巡検 の日程を

終わ り, 予定 よb早 く昼 すぎに解散になった. この後東北の春菅楽 しむ人 スキーへ行 く人 帰京

する人 ;とそれぞれ別れてこの楽 しかった巡検の暮 をとじた｡ (5年 松 下 恭 子)
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